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社会福祉法人伊丹市社会福祉協議会 令和８年度事業計画 

 

 

１．本協議会を取り巻く状況 

厚生労働省が公表した令和 6 年の人口動態調査によると、出生数は約 68 万 6 千人と

なり、明治 32 年の調査開始以来、過去最少を記録しました。令和 8 年においても少子

化の進行が顕著になると見込まれています。また、令和 7 年からは、全人口の 6 人に 1

人が 75歳以上となるなど、人口減少と高齢化が一層進展しています。 

さらに、単身世帯の増加やコロナ禍以降の人と人とのつながりの希薄化により、孤

独・孤立を感じる人が増加し、生きづらさや生活上の困難は、より多様かつ複雑な様相

を呈しています。加えて、物価の高騰、とりわけ「エンゲル係数」が 28.6％（総務省

2025 年家計調査）となり 44 年ぶりの高水準に達するなど、生活困窮世帯への影響も深

刻化しています。 

こうした状況を受け、国においては令和 6 年 6 月以降、「地域共生社会の在り方検討

会議」において、高齢者人口がピークを迎える 2040 年を見据えたサービス提供体制や

人材確保のあり方について協議・検討が進められ、令和 7年 5月には中間とりまとめが

公表されました。さらに、同年 12月 18日には、社会保障審議会福祉部会報告書におい

て、①地域共生社会のさらなる展開、②頼れる身寄りがいない高齢者等への対応や成年

後見制度の見直し、③社会福祉法人制度および社会福祉連携推進法人制度の在り方、④

災害に備えた福祉的支援体制の整備、⑤共同募金事業の在り方、⑥介護人材の確保・育

成・定着の 6つの取り組み内容が取りまとめられました。 

伊丹市においては、令和 8年度に「伊丹市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第

10 期）」、「伊丹市障害福祉計画（第 8 期）」、「伊丹市障害児福祉計画（第 4 期）」の策定

が進められ、共生福祉社会の実現に向けた取り組みが推進されます。 

本協議会においては、伊丹市の各種計画策定に参画するとともに、伊丹市とともに、

地域住民をはじめ、さまざまな団体・関係機関と連携しながら、各種事業の推進に取り

組みます。 

 

２. 令和８年度事業計画方針 

本協議会では、令和 7 年度から令和 11 年度を計画期間とする「第 8 次地域福祉推進

計画」の 2年目を迎え、「みんなで創る、自分らしく暮らせる共生のまち」をめざして、

次ページ以降に示す各推進目標①多様な活動主体と連携・協働した地域福祉の基盤づく

り、②誰もが認めあい、共に活動できる共生のまちづくりと社会参加、③多様な主体が

連携・協働できる総合相談支援体制の推進、④地域福祉推進のための体制整備（社会福

祉協議会の組織基盤強化）の各事業に取り組みます。 

これらの事業の取り組みにあたり、理事会及び評議員会へ推進目標ごとの活動項目に

係る取り組みの進捗状況を報告し、事業推進における課題の解決に向けた協議を重ねな

がら、着実な実施を図ります。 

また、令和 7年度に設置した「伊丹市地域福祉協働推進会議」を年２回開催し、多様

な活動主体との協働による地域福祉事業の拡充に向けた協議の場とするとともに、社会

情勢の変化にも柔軟に対応した事業展開へとつなげていきます。 
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３．事業実施計画（活動項目）  

 

推進目標１ 多様な活動主体と連携・協働した地域福祉の基盤づくり 

①「つどい場を中心とした、見守り・支えあいの推進 

   ＊既存のつどいの場を中心とした「ご近所会」実施支援 

・つどいの場実施団体等（老人会・いきいき百歳体操等）への「ご近所会」実

施に向けた働きかけ 

・つどい場情報交換会の開催 

 

②住民自治組織（自治協議会等）と協働した地域福祉の基盤づくり 

＊住民自治組織との連携強化 

    ・地域自治組織等が行う地域福祉活動への支援 

    ・福祉の視点からの「地域ビジョン」の策定および推進に向けた支援 

   ＊地域福祉ネット会議の運営支援 

    ・地域の特性や協議テーマに応じた新たな参加者の検討と参加しやすい運営の

あり方の検討 

＊住民主体の地区ボランティアセンター（助けあいセンター）支援 

  ・住民自治組織における地区ボランティアセンターの立ち上げ・運営支援 

 ・住民コーディネートの推進 

 ・地域の特性に合わせた各地区でのボランティア連絡会の開催支援 

＊伊丹市民生委員児童委員連合会との連携 

 

③地域活動と多様な活動主体が連携・協働するための場づくり 

＊「異業種交流会」等の企画・実施 

  ・多様な活動主体が交流する機会づくりの企画・実施 

    ・市内の市民活動支援組織との連携強化 

 ＊多様なつどい場づくりの推進 

  ・多様な活動主体によるつどい場づくりの推進 

・サロン連絡会、こども食堂情報交換会の開催 

  ・つどい場運営における課題把握 

＊いたみスペースバンクの推進 

  ・登録拡充に向けた働きかけ 

＊子どもの居場所づくり活動の推進 

    ・教育と福祉の連携・協働による学校に行きづらい子どもたちへの支援 

    ・スクールソーシャルワーカーとの連携 

    ・学校に行きづらい子ども等の居場所づくりに取り組む団体と連携・協働した

社会参加の機会づくり 

   

④地域で育み合う福祉学習 

   ＊地域や障がいのある人等と連携した福祉学習プログラムの組み立て 
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    ・ボランティア相談会の実施 

・地域団体等とコラボした「なつボランティア体験学習」活動プログラムの検 

     討・実施 

    ・地域福祉講座等による地域住民・地域団体等への福祉学習の機会づくり 

    ・「こどもボランティアクラブ」による地域福祉活動への参加促進 

  ＊いたみスペースバンク等とも連動した、多様な主体が互いに教え合い社会参加

できる「つながりラボ」の試験実施 

 

推進目標２  誰もが認め合い、共に活動できる共生のまちづくりと社会参加 

①一人ひとりの「強み」を活かせる協働による社会参加の機会づくり 

   ＊生きづらさを抱える人が社会との関わりを持てる社会参加の機会づくり 

    ・自立生活を後押しする講座や社会参加に必要なチャレンジ等、自立に必要な 

学びや体験を通じたプログラムの実施 

    ・「（仮称）ミニボラ体験」等の当事者参加型のボランティア活動プログラムづ 

くり 

・当事者参加のボランティア活動を支えるサポートボランティア養成の検討 

   ＊当事者組織（セルフヘルプグループ）への支援 

        ・セルフヘルプグループへの調査によるニーズの把握 

   ＊社会参加に一歩踏み出せる体験の機会や居場所づくり 

 

  ②誰もが参加しやすく、共に活動できる多様な機会の創出 

      ＊誰もが「共に活動できる取り組み」を生み出すためのプラットフォーム（注１） 

づくり 

    ・障害者福祉センター運営検討委員会等を活用した「共生の取り組み」を生み  

出すためのプラットフォームのあり方について検討 

   ＊多様なテーマで相互理解を深め、共に活動できる共生の居場所づくり 

     ・多様な関係機関と連携した、多くの市民が障がいのある人への理解を深め、 

障がいのある人もない人も共に交流できる場づくり 

・障がいのある人もない人も、共に参加し、活動できる各種スポーツ、レクリ 

  エーションおよび文化教室の実施 

    ・地域住民へのアイ愛センターの周知啓発を目的とした、地域と協働した活動 

の企画・実施 

   ＊誰もが気軽に集える場をめざすアイ愛センター運営 

    ・誰もが気軽に立ち寄り、交流できるロビーを活用したイベントの開催やボラ 

ンティアグループの活動支援等の実施 

・障害者デイサービスセンターの食堂等を活用した「デイカフェ」の実施 

    ・近隣住民や近隣施設利用者等が参加・体験できる障害者デイサービスセンタ  

ーイベントや日中プログラムの実施 
（注1） プラットフォームとは、ネットワークの中で自由な議論・交流・協議・協働をおこなうこ

と。 
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  ③災害時や緊急時に備えた支援体制づくり 

   ＊地域や様々な機関と連携した災害ボランティアセンターの運営強化 

    ・災害時を想定した地域のつながりづくりの構築 

    ・「災害ボランティアセンター運営検討委員会」の継続実施 

    ・地域や関係機関等と連携した運営訓練の実施 

   ＊多様な主体と協働した福祉避難所体験訓練の実施 

    ・避難所運営マニュアルの整備と関係者との共有 

     ・災害時を想定した、関係機関と連携した避難所運営の検討 

   ＊行政、関係機関と連携した緊急一時対応機能の充実 

    ・障害者福祉センターＡＤＬ室を活用した緊急一時対応のための環境整備 

 

推進目標３ 多様な主体が連携・協働できる総合相談支援体制の推進 

  ①重層的支援体制整備事業を活かした総合相談支援体制の強化 

＊入口から出口につながる総合相談支援体制の構築 

・各ネットワークで協議されている課題や取り組みの見える化（課題整理と情 

報発信） 

・個別支援スキル向上研修会の実施 

・地域課題に対して、解決につなげるコーディネートの実施 

・エリア担当制による適切かつ円滑な初動対応の実施 

   ＊基幹型地域包括支援センターの調整力の強化 

    ・市内９ヶ所の地域型包括支援センターの後方支援の継続実施 

    ・認知症地域支援推進事業の継続実施 

    ・チームオレンジ推進事業の継続実施 

    ・地域ケア（個別）会議の積極的な開催に向けたマニュアルの見直し 

・医療、介護をはじめとした専門多職種による包括圏域ごとの多職種連携 

会議の継続的な開催の支援 

    ・ケアマネジャーへの自立支援に資するケアマネジメント支援 

・支援困難ケース・虐待ケース等について、市、地域型包括支援センターとの 

一体的な支援     

・複合多問題化している世帯の高齢者と家族全体に対する多機関協働支援 

・高齢者虐待防止ネットワークの強化と高齢者虐待予防に向けた取り組み 

    ・高齢者実態調査事業の検討・実施 

・地域における介護予防活動の担い手づくりや、活動の充実に向けた支援とリ

ハビリ専門職との連携強化 

   ＊伊丹市地域生活支援センターの充実 

    ・障がい者の生活相談・就労相談の充実強化 

    ・障がい者の就労支援の強化 

    ・障がいのある方のステップアップ講座などの各種講座の実施 

    ・障がい者の「働く」をテーマにしたネットワークの構築 

    ・指定特定相談支援事業所としての「計画相談支援」の継続 
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   ＊民間性の視点を活かした重層的支援体制の構築 

    ・多機関協働による包括的な相談支援体制の強化 

   ＊課題調整会議を活かした協働による社会参加資源開発 

    ・社会参加や社会資源づくりに関するプロジェクト化、仕組みづくり 

   ＊障害者デイサービスセンターにおける「意思決定支援」「地域生活支援」を重視

したケアの実施 

・利用者の想いを大切にした、一人ひとりが選択し、自己決定して取り組める

支援、プログラムの実施 

・利用者の地域生活を意識した、多様な関係機関と協働した「意思決定支援研

修会」の実施 

・利用者一人ひとりの理解を深め、意思決定を支援するための「（仮称）その人

を知る事例検討会」の実施 

 

  ②地域を基盤とした権利擁護支援体制の充実 

   ＊意思決定支援の理解促進 

    ・相談支援機関等への意思決定支援に関する周知啓発 

    ・「権利擁護フォーラム」開催などの意思決定支援に関する市民啓発や研修会等 

の実施 

   ＊権利擁護に関する社会資源との連携 

    ・身元保証・死後事務等の関係機関とのネットワークの構築 

   ＊伊丹市福祉権利擁護センターを中核とした権利擁護支援 

    ・市民後見人活動のフォローアップ体制整備 

・市民後見人養成講座の実施 

・日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の継続実施    

    ・成年後見制度の申立て支援 

    ・伊丹市権利擁護支援推進委員会の開催 

・市民後見人の後見監督業務の継続実施 

・オンラインを活用した専門職派遣の継続実施 

 

  ③社会的孤立をさせないための仕組みづくり 

   ＊孤立世帯に対する生活支援・社会参加の仕組みづくり 

    ・経済的困窮世帯を対象とした相談会の実施・食糧支援ネットワークの充実 

    ・フードパントリー事業の実施と相談の機会の充実 

＊生活困窮者自立支援事業の推進 

    ・市自立相談課及び生活支援課との連携（定例会議の実施等） 

    ・家計改善支援事業の継続実施 

    ・生活福祉資金貸付事業・法外援護資金貸付事業等との連携 

    ・教育支援資金（生活福祉資金）の家計改善支援事業との連携 

   ＊社会福祉法人との連携 

    ・社会福祉法人連絡協議会の活性化 
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推進目標４ 地域福祉推進のための体制整備（社会福祉協議会の組織基盤強化） 

  ①地域福祉推進計画を推進するための仕組みづくり 

＊伊丹市地域福祉協働推進会議による協働の推進 

＊理事会・評議員会における進捗管理 

＊職員による計画の進捗状況の確認 

 

  ②地域福祉を推進するための人材育成 

   ＊階層別研修の体系に沿った研修の実施 

   ＊職員の実践発表とＯＪＴによる人材育成 

   ＊中間支援機能を発揮するための専門性の強化 

    ・個別支援において「権利擁護支援」の専門的なスキルの習得を目指した研修

の実施 

    ・地域支援において「コミュニティワーク」の体系的な研修の実施 

 

  ③地域福祉を推進するための組織マネジメント 

   ＊地域福祉財源の検討 

    ・会員募集強化月間の継続実施 

    ・会員増強のため役職員による地域総会・行事等への継続依頼 

    ・会費配分の使途方法の検討 

・共同募金推進委員会において、募金の社協配分についての協議 

・赤い羽根共同募金（誰もが住みよいまちづくり助成）・歳末たすけあい募金の 

公募助成方式の継続実施 

・募金百貨店プロジェクトの拡大 

・既存の助成団体等への助成金申請の継続実施 

・各種助成金の活用や、地域団体、ボランティアグループへの助成金情報の提 

 供と申請支援 

・福祉基金、ボランティア活動基金の管理と活用 

・社協会費の確保・活用の検討プロジェクトの設置 

・地域福祉財源（募金）の確保・活用に向けた取り組みプロジェクトの設置 

 

   ＊広報・情報発信の強化 

    ・社会福祉協議会の活動について情報を整理し、市民・団体・企業等にもわか

りやすいツールに関する検討と作成 

・市民活動情報紙「社協だより」、アイ愛センター情報誌「ポテトサラダ」をは

じめ、ホームページ、メールニュース、ＳＮＳ等でのタイムリーな情報の発

信 
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施設運営 

＊指定管理事業の実施 

障害者福祉センター 

・障がい者が主体的に参画できる事業の実施 

・関係機関及び団体・施設等との連携による事業の実施    

障害者デイサービスセンター 

・地域生活課題に対応するための相談援助技術や調整・開発力の向上 

・職場内外の研修への参加促進、介護・医療知識や技術等の専門性の向上 

・利用者への安全・安心なサービス提供ができる介護人材の確保、育成 

・日中活動プログラム等へのボランティア・福祉サポーターの受入れ 

・市民オンブズマン（ＮＰＯ法人）による第三者評価の継続実施 

地域福祉総合センター（いたみいきいきプラザ） 

・災害ボランティアセンター設置を踏まえたマッチングシステムの導入検討 

    ・災害時（洪水時を含む）の避難訓練及び防災訓練の実施 

    ・入居団体との連絡協議会開催（年２回） 

    ・センターの管理や利用に関する基準、設備改修等の連絡会議を市担当課と実 

     施 
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